
2025年３月28日 第393号月刊「地方自治みえ」( 1 )

三重県地方自治研究センターの

今期の活動を
　　　振り返る

　

三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
団
体
自
治
、
住
民
自
治
の
確
立
と

発
展
を
目
的
と
し
た
基
本
指
針
に
基
づ

き
、
地
方
自
治
が
抱
え
る
課
題
に
関
す
る

調
査
・
研
究
や
自
治
体
政
策
の
提
起
・
提

言
を
行
う
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
職
員

の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
に
関
係
機
関
な

ど
と
の
共
催
・
共
同
事
業
を
展
開
し
ま
し

た
。

　

調
査
研
究
活
動
で
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、「
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
関
す

る
研
究
会
」
の
ほ
か
、「
人
口
減
少
時
代

に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
人
材
確
保
と
定

着
研
究
会
」
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
研
究

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
・
情
報
提
供
活
動
と
し
て
、

職
員
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
、
自
治
体
業
務

に
お
け
る
ナ
ッ
ジ
の
活
用
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
機
関
紙
に
て
自

治
体
職
員
の
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
、
分
野

の
動
向
、
考
察
等
を
専
門
家
か
ら
の
寄
稿

を
も
と
に
発
刊
し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い
て
概

要
を
報
告
し
ま
す
。

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

地
方
自
治
体
の
人
材
確
保
と
定
着
研
究
会

地
方
自
治
体
の
人
材
確
保
と
定
着
研
究
会

　

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
日
本
の
総
人

口
は
２
０
１
１
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
一

途
を
た
ど
り
、
そ
れ
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で

生
産
人
口
の
減
少
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ

の
影
響
は
自
治
体
職
員
の
受
験
者
数
や
合

格
辞
退
者
数
に
も
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
職
員
の
離
職
率
は
、
全

て
の
年
齢
層
で
上
昇
し
て
い
る
中
で
、
特

に
若
年
層
の
離
職
率
の
高
さ
が
際
立
つ
こ

と
か
ら
、
今
後
の
行
政
経
営
資
源
が
大
き

く
制
約
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
に
よ
る
人
材
の

確
保
が
困
難
と
な
る
時
代
に
お
い
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
、
南
海

ト
ラ
フ
を
起
因
と
す
る
地
震
対
策
、
業
務

の
Ｄ
Ｘ
化
な
ど
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
自
治
体
職
員

は
多
種
多
様
か
つ
専
門
的
な
業
務
に
従
事

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
自
治
体
に
お
け
る
業
務
の
多
様

化
・
専
門
化
に
対
応
し
た
人
材
の
採
用
、

職
員
の
離
職

の
防
止
な

ど
、
地
方
自

治
の
安
定
の

根
幹
た
る
人

材
を
確
保
す

る
た
め
に
、

県
内
の
複
数

自
治
体
の
協

力
の
下
、「
人

口
減
少
時
代

に
お
け
る
地

方
自
治
体
の

人
材
確
保
と
定

着
研
究
会
」
を

設
立
し
、
時
代

や
地
域
に
沿
っ

た
人
材
を
確
保

す
る
た
め
の
研

究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

２
０
２
４
年

度
は
３
回
の
研

究
会
を
開
催

し
、
政
府
が
自

治
体
に
促
し
て
い
る
人
材
育
成
基
本
方
針

の
改
定
の
内
容
の
確
認
や
研
究
員
と
し
て

参
加
し
て
い
る
市
町
の
職
員
採
用
・
離
職

状
況
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
県
下
自
治
体
職
員
を
対
象
と
し

た
、
職
務
・
職
場
・
待
遇
が
職
員
の
や
り

が
い
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
現
在
の
職
員
意
識
の
傾
向

の
分
析
や
対
策
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
に
つ
い
て
は
来
年
度
の
当
機
関
紙
に

て
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

　

本
研
究
会
に
お
け
る
研
究
は
２
０
２
５

年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
、
職
員
意
識
の

分
析
結
果
や
自
治
体
へ
の
提
言
等
に
つ
い

て
は
、
２
０
２
５
年
11
月
開
催
予
定
の
三

重
県
自
治
研
究
集
会
に
て
中
間
報
告
と
し

て
発
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
６
年
３
月
に
完
成
予
定

の
研
究
報
告
書
に
て
研
究
結
果
を
報
告
し

ま
す
。

（一財）

E-mail : info@mie-jichiken.jp
https://www.mie-jichiken.jp/
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公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
関
す
る
研
究
会

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
関
す
る
研
究
会

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
本
年
度
も
公
共
交

通
の
利
用
促
進
に
関
す
る
研
究
会
に
て
調

査
・
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（M

obility as 
a Service

）
を
導
入
し
て
い
る
群
馬
県

前
橋
市
や
菰
野
町
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
は
複
数
の
公
共
交
通
や
そ

れ
以
外
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み

合
わ
せ
て
検
索
・
予
約
・
決
済
等
を
一
括

で
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

前
橋
市
や
菰
野
町
で
は
、
地
域
内
に
あ

る
複
数
の
公
共
交
通
を
組
み
合
わ
せ
た
経

路
検
索
や
デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
予
約
、
一

部
公
共
交
通
の
事
前
決
済
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を

活
用
し
た
割
引
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
導
入

　

第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
で
は
、「
急

速
な
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、
人
材
不
足
が

深
刻
化
す
る
な
ど
、
行
政
資
源
が
制
約
さ

れ
る
中
で
、
自
治
体
職
員
の
リ
ソ
ー
ス
を

創
意
工
夫
を
要
す
る
業
務
に
シ
フ
ト
さ
せ
、

よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
可

能
な
形
で
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
地
方
公
共
団
体

と
住
民
と
の
接
点
や
内
部
事
務
、
意
思
形

成
に
お
け
る
業
務
改
革
を
飛
躍
的
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
。」
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
、
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
上
で
重
要
と
な
る
利

用
者
の
利
便
性
向
上
や
業
務
の
効
率
化
の

た
め
の
認
識
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
い
っ

た
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
に
よ
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
会
議

録
作
成
と
い
っ
た
人
間
の
思
考
プ
ロ
セ
ス

に
至
っ
た
経
緯
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
今

後
の
展
望
や
利
用
促
進
の
取
組
と
し
て
実

際
に
行
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
改
善
や
自
動
運
転
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン

ド
交
通
等
に
つ
い
て
各
自
治
体
か
ら
の
説

明
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
究
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る

自
治
体
職
員
で
の
公
共
交
通
の
利
用
促
進

方
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
は
じ
め
、

研
究
会
で
実
施
し
た
視
察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

等
の
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
内
容
を
合
わ

せ
て
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
機
関
紙
２
月
号

で
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
関
す
る
研

究
会
で
取
り
ま
と
め
た
内
容
を
基
に
、
公

共
交
通
の
利
便
性
向
上
へ
の
取
組
を
特
集

し
ま
し
た
。

と
同
じ
よ
う
に
動
作
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
、
人
が
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
業
務
を

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
っ
て
自
動
化
す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ

は
、
業
務
効
率
化
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
あ
い
さ

つ
文
案
の
作
成
や
議
事
録
の
要
約
、
ロ
ー

コ
ー
ド
の
作
成
は
、
作
業
時
間
の
短
縮
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
適
切
に

活
用
す
る
こ
と
は
、
職
員
の
負
担
軽
減
や

業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
上
で
、
デ
ジ

タ
ル
化
自
体
を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く

業
務
改
革
と
制
度
そ
の
も
の
を
見
直
し
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
結
果
は
、
そ
の
概
要
を
当

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
や
自
治
体
職

員
へ
の
情
報
提
供
の
ひ
と
つ
と
し
て
施
策

や
課
題
な
ど
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
タ
イ
ム

リ
ー
な
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
４
年
度
は
６
月
に
実
施

し
た
総
会
記
念
講
演
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
求
め
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
～
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
活
躍
す
る
人
材

づ
く
り
～
」（
２
０
２
４
年
６
月
発
刊
第

３
８
４
号
参
照
）
の
他
に
主
催
セ
ミ
ナ
ー

を
以
下
の
と
お
り
開
催
し
ま
し
た
。

①�

自
治
体
職
員
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
・
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　

少
子
高
齢

化
や
業
務
の

Ｄ
Ｘ
化
な
ど

激
し
く
変
化

す
る
社
会
に

あ
っ
て
、
自

治
体
が
抱
え

る
課
題
は
多

様
化
・
専
門

化
し
て
お

り
、
対
応
す

る
職
員
に
は

そ
れ
に
適
応

す
る
能
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
骨
太
の
方
針
２
０
２
４
で
労
働
市

場
改
革
の
推
進
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
リ
ス

キ
リ
ン
グ
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
自
治
体

と
し
て
も
職
員
の
人
材
育
成
の
必
要
性
が

ま
す
ま
す
高
ま
る
中
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
方
法
と
し
て
リ
ス
キ

リ
ン
グ
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
10
月
に
開
催
し
た
本
セ
ミ

ナ
ー
で
は
講
師
で
あ
る
三
重
大
学
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・
教

授
の
青
木
雅
生
氏
よ
り
、
現
在
の
企
業
・

組
織
の
ト
レ
ン
ド
や
そ
こ
で
働
く
人
々
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
解
説
と

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
通
じ
た
個
人
の
成
長

の
必
要
性
、
そ
の
成
長
を
組
織
と
し
て
ど

の
よ
う
に
活
か
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
人

事
方
針
の
考
え
方
に
つ
い
て
自
治
体
や
企

業
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
実
例
を

合
わ
せ
た
講
演
内
容
で
し
た
。

②�

業
務
に
活
用
で
き
る
ナ
ッ
ジ
の
手
法
セ

ミ
ナ
ー

　

ナ
ッ
ジ
と
は
、
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
大
き
く
変
え
た
り
、罰
則
・
ル
ー

ル
で
行
動
を
強
制
し
た
り
す
る
こ
と
な

く
、
小
さ
な
き
っ
か
け
で
人
々
の
意
思
決

定
に
影
響
を
与
え
、
行
動
変
容
を
促
す
行

動
経
済
学
の
知
見
に
基
づ
い
た
手
法
・
戦

略
の
こ
と
で
す
。

　

ナ
ッ
ジ
を
自
治
体
業
務
に
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
住
民
と
職
員
の
双
方
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
選
択
、
そ
れ
に
基
づ
く
望
ま
し

い
結
果
を
自
然
に
生
み
出
す
こ
と
や
業
務

の
能
率
の
向
上
、
ひ
い
て
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
11
月
に
開
催
し
た
本
セ
ミ

ナ
ー
で
は
講

師
で
あ
る
関

西
学
院
大
学

経
済
学
部
准

教
授
黒
川
博

文
氏
よ
り
、

ナ
ッ
ジ
を

活
用
し
た
自

治
体
業
務
の

実
例
や
行
動

経
済
学
で
着

目
さ
れ
る
人

間
の
行
動
パ

タ
ー
ン
に
つ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

～
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
・
ナ
ッ
ジ
活
用
・
カ
ス
ハ
ラ
対
策
～

～
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
・
ナ
ッ
ジ
活
用
・
カ
ス
ハ
ラ
対
策
～

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

自
治
体
業
務
の
効
率
化
に
関
す
る
研
究

自
治
体
業
務
の
効
率
化
に
関
す
る
研
究
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10
月
４
日
・
５
日
、
第
40
回
地
方
自
治

研
究
全
国
集
会
「
し
ま
ね
自
治
研
」
が
松

江
市
ほ
か
島
根
県
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
創
ろ
う
、
市

民
自
治
の
ゆ

た
か
な
社
会

　

結
び
つ
な

げ
る
！
し
ま

ね
自
治
研
」。

こ
の
テ
ー
マ

に
は
、
地
方

自
治
が
抱
え

る
課
題
と
の

対
峙
姿
勢
す

ら
仲
間
と
共

有
が
困
難
な

現
在
、
地
方

分
権
や
自
治

の
意
義
を
今

一
度
問
い
直

し
、
あ
ら
た
め
て
自
治
研
を
自
治
の
習
慣

に
触
れ
る
実
践
場
と
し
て
展
開
し
、
地
域

や
職
場
と
い
っ
た
生
活
に
密
着
し
た
単
位

か
ら
自
治
の
力
を
回
復
す
る
こ
と
で
、
自

治
の
再
興
を
目
指
す
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
日
目
の
全
体
集
会
で
は
、「
１
％
の

仕
事
か
ら
考
え
る
。
課
題
が
価
値
に
変
わ

る
と
き
」
と
題
し
、
働
き
方
研
究
家
の
西

村
佳
哲
氏
、
立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福

祉
学
部
准
教
授
の
藤
井
誠
一
郎
氏
、
自
治

労
東
大
阪
市
労
働
組
合
の
前
田
真
氏
を
中

心
に
、
個
人
か
ら
始
め
る
職
場
環
境
の
改

善
や
仕
事
と
の
付
き
合
い
方
、
災
害
時
の

行
動
な
ど
幅
広
い
内
容
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
テ
ー
マ
毎
に
分
科
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
は
当
セ
ン
タ
ー
研
究
員
が
参
加
し

た
分
科
会
の
内
容
と
な
り
ま
す
。

第
２
分
科
会　
地
方
を
変
え
る
、
Ａ
Ｉ
の
力

　

第
２
分
科
会
で
は
、
一
般
社
団
法
人
行

政
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
所
主
席
研
究
員
の

狩
野
英
司
氏
が
「
Ａ
Ｉ
と
自
治
体
の
今
と

こ
れ
か
ら
」
と
題
し
、
自
治
体
に
と
っ
て

の
Ａ
Ｉ
が
持
つ
意
義
、
実
際
に
活
用
さ
れ

て
い
る
事
例
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
課

題
解
決
と
し
て
業
務
生
産
性
及
び
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地
域
課
題
の
解
決
と

い
っ
た
自
治
体
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
キ
ス
ト
生
成
Ａ
Ｉ
と
し
て
記

事
の
執
筆
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
シ
ス
テ

ム
の
要
件
定
義
な
ど
の
解
説
と
と
も
に
、

生
成
Ａ
Ｉ
に
向
い
て
い
る
業
務
や
不
向
き

な
業
務
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
山

本
龍
彦
氏
は
、「
自
治
体
の
Ａ
Ｉ
活
用
と

課
題
―
憲
法
学
の
視
点
か
ら
」
と
題
し
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
際
に
デ
ー
タ
の
偏
り
が

で
き
る
可
能
性
や
意
思
決
定
の
過
程
の
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
と
い
っ
た
こ
と
か

ら
、
公
平
性
や
正
当
性
を
い
か
に
担
保
す

る
か
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
体
活
用
事
例
発
表
と
し

て
、
茨
城
県
高
萩
市
か
ら
は
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
バ
ス
運
行
の
「
Ｍ
ｙ
Ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
の
る

る
」、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
か
ら
は
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
活
用
し
た
事
例
の
紹
介
や

取
組
、
福
井
県
越
前
市
か
ら
は
メ
タ
バ
ー

ス
や
Ｖ
チ
ュ
ー
バ
ー
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
事
例
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

第
３
分
科
会　
公
務
職
場
を
魅
力
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に

　

北
海
学
園
大
学
法
学
部
講
師
の
田
井
浩

人
氏
に
よ
る
基
調
提
起
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
報
告
か
ら
始
ま
り
、
自
治
研
レ
ポ
ー
ト

報
告
、
地
方
自
治
体
退
職
経
験
者
に
よ
る

フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
経
て
、
九
州
大
学
大
学

院
法
学
研
究
員
教
授
の
嶋
田
暁
文
氏
に
よ

る
総
括
講
演
と
い
う
構
成
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
分
科
会
は
、
オ
ー
プ
ン

チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
会
場
参
加
型
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
分
科
会
で
は
、
増
加
す
る
若
手
職
員

の
離
職
や
メ
ン
タ
ル
不
調
、
職
員
採
用
試

験
の
競
争
率
低
下
な
ど
、
今
、
自
治
体
の

現
場
で
発
生
し
て
い
る
現
象
は
公
務
職
場

の
魅
力
低
下
が
一
因
に
あ
る
と
考
え
、
こ

れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
組
織
、
職
員
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
現
状
か
ら
の
変
革
を
促

す
方
法
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。

　

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
職
務
満
足
度
や

ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
公
務
に
対

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
左
右
さ
れ

る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
田
井
氏

は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
す
る
要
因

は
年
齢
や
役
職
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
、
仕
事
の
特
性
や
上
司
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
変
動
し
、
特
に
最

初
に
出
会
っ
た
上
司
と
の
関
係
が
以
後
の

公
務
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
水
準

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
公
務
職
場
は
自
己
成
長

や
自
己
実
現
と
い
っ
た
「
し
た
い
こ
と
」

「
で
き
る
こ
と
」
が
成
就
で
き
ず
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
が
困
難
な
点
も

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は「
だ

か
ら
離
職
す
れ
ば
よ
い
」
と
考
え
る
の
で

は
な
く
、
個
人
の
努
力
や
工
夫
に
よ
り

「
し
た
い
こ

と
」「
で
き

る
こ
と
」
は

拡
大
す
る
こ

と
が
可
能
で

あ
り
、
そ
の

手
段
と
し
て

自
治
研
究
の

場
を
活
用
す

る
べ
き
と
総

括
さ
れ
ま
し

た
。

い
て
事
例
を
交
え
た
紹
介
と
ナ
ッ
ジ
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
行
動
プ
ロ
セ
ス
マ
ッ
プ

を
活
用
し
た
手
法
に
つ
い
て
の
講
演
内
容

で
し
た
。

③�
自
治
体
行
政
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
の
現
状

と
課
題
セ
ミ
ナ
ー

　

近
年
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

社
会
的
な
課
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
受
け
て
各
地

で
カ
ス
ハ
ラ
防
止
条
例
の
策
定
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
２
月
に
開
催
し
た
本
セ
ミ

ナ
ー
で
は
講
師
で
あ
る
大
阪
経
済
大
学
国

際
共
創
学
部
専
任
講
師
の
山
谷
清
秀
氏
よ

り
、
カ
ス
ハ
ラ
と
正
当
な
ク
レ
ー
ム
と
の

違
い
、
カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
と
ア
プ
ロ
ー
チ

の
仕
方
、
カ
ス
ハ
ラ
対
策
の
現
状
と
効
果

と
課
題
に
つ
い
て
の
解
説
と
実
際
に
自
治

体
が
実
施
し

て
い
る
カ
ス

ハ
ラ
対
策
か

ら
見
る
組
織

全
体
で
の
カ

ス
ハ
ラ
と
の

向
き
合
い
方

に
つ
い
て
の

講
演
内
容
で

し
た
。

　

ま
た
、
そ

の
後
の
グ

ル
ー
プ
ト
ー

ク
で
は
、
参

加
し
た
自
治

体
が
抱
え
る
接
客
に
関
す
る
課
題
や
自
身

が
考
え
る
カ
ス
ハ
ラ
の
境
界
ラ
イ
ン
な
ど

を
出
し
合
い
、
予
防
策
や
適
切
な
対
応
方

法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

第第
4040
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
「
し
ま
ね
自
治
研
」

回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
「
し
ま
ね
自
治
研
」

に
参
加
し
ま
し
た

に
参
加
し
ま
し
た

分科会

本会
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２
０
２
３
年
４
月
か
ら
名
張
市
よ
り
三

重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
に
派
遣
さ

れ
、
研
究
員
と
し
て
務
め
て
参
り
ま
し
た

が
、
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
研
究
員
の
任

期
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
間
の
赴
任
で
し
た
が
、
私
は
、
公

共
交
通
の
利
用
促
進
に
関
す
る
研
究
と
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化

の
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
自
治
体
の
公
共
交
通
の

利
用
促
進
の
取
組
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

や
先
進
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
に
お
い
て
方
策
を
検
討
す
る
中

で
、
各
自
治
体
の
様
々
な
取
組
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
取
組
と

な
る
と
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
連
携
の
重
要

性
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業

務
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
業
務

に
お
い
て
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
業
務
へ
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
し

ま
し
た
。

　

研
究
を
行
う
中
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

と
し
て
、
実
際
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
利

用
し
た
こ
と
で
利
便
性
と
利
用
す
る
際
に

注
意
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
研
究
員
と
し
て
の
経
験
で

得
る
こ
と
が
で
き
た
多
様
な
視
点
や
考
え

方
を
、
今
後
の
行
政
で
の
業
務
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
調
査
・
研
究
活

動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ご
指
導
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今期の機関紙「地方自治みえ」について
当機関紙では行政が抱える様々な課題などをテーマとして取り上げ、毎月１回発行しています。
希望するテーマがありましたら、情報提供いただけると幸いです。
なお、過去の機関紙は当センターホームページからもご覧いただけます。

（敬称略）　　　　　　

2024年４月
（第382号）

「政策が受け容れられている」とはどのような状態か？
四日市大学総合政策学部特任准教授　吉川　和挟

2024年５月
（第383号）

「カスハラ」を現場の問題にしない！
大阪経済大学国際共創学部専任講師　山谷　清秀

2024年６月
（第384号）

三重県地方自治研究センター　2024年度定期総会開催　
自治体DXの推進に求められるデジタル人材
～住民サービス向上のために活躍する人材づくり～
一般社団法人コード・フォー・ジャパン代表理事　関　治之

2024年７月
（第385号）

広域連携のいままでとこれから
北海道大学公共政策大学院教授　山崎　幹根

2024年８月
（第386号）

メタバースの可能性　～地域活性化と新規事業創出に向けて～
三重大学教育推進・学生支援機構アドミッションセンター准教授　宮下　伊吉
三重大学教育推進・学生支援機構地域創造教育センター助教　鈴木　伸哉

2024年９月
（第387号）

地域保健・医療におけるフレイル対策の現状と今後の課題
国立研究開発法人国立長寿医療研究センター
老年学・社会科学研究センターフレイル研究部副部長　大須賀　洋祐

2024年10月
（第388号）

ポストコロナの持続可能な観光　―三重県の事例から考察―
鈴鹿大学大学院国際学研究科科長　冨本　真理子

2024年11月
（第389号）

市町村の森林の可能性
信州大学農学部助教　三木　敦朗

2024年12月
（第390号）

地方自治体とＡＩの関わり方
一橋大学大学院ソーシャル・データサイエンス研究科教授　寺田　麻佑

2025年１月
（第391号）

情報活用なくして公共施設マネジメントなし
前橋工科大学工学部環境・デザイン領域准教授　堤　洋樹

2025年2月
（第392号）

公共交通の利便性向上への取組について～公共交通の利用促進に関する研究会より～
三重県地方自治研究センター主任研究員　堺　利文

三重県地方自治研究センターの今後の予定
■５月 29 日（木）　セミナー開催（タイムマネジメントについて）
■６月 11 日（水）　2025 年度定期総会　記念講演会（少子化の現状と地方自治体が取り組むべき対策）

退
任
の
ご
挨
拶堺 

　利
文


